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終発が早すぎる…

　
市
民
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
路
線

バ
ス
。
自
家
用
車
（
マ
イ
カ
ー
）
の
普
及

や
人
口
減
少
、
人
口
構
成
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
バ
ス
の
利
用
者
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い

学
生
や
高
齢
者
な
ど
に
と
っ
て
、
バ
ス
が

生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
バ
ス
が
今
、
ま
ち
か
ら
姿
を
消
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
現
状

経
営
努
力
の
問
題
？

２
台
所
有
の
家
庭
も
多
く

　

市
内
に
は
、
北
海
道
中
央
バ
ス
と
ジ
ェ

イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
が
運
行
す
る
路

線
バ
ス
が
18
路
線
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
数
の
推
移
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
外
線
の
利
用
者
は
、
平
成
17
年
度
に

大
き
く
増
加
し
、
そ
の
後
は
一
定
の
人
数

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
線
の
利
用
者
数
は
、
平

成
15
年
度
か
ら
約
10
年
間
で
半
減
し
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

市
内
線
の
約
９
割
が
北
広
島
団
地
地
区

と
東
部
地
区
を
結
ぶ
路
線
で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
利
用
者
数
が

減
少
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

バ
ス
事
業
者
も
利
用
者
減
少
を
た
だ
見

て
い
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
払
い
の
利
便
性
を
高
め
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
導
入
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や

省
エ
ネ
運
転
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
と
い
っ
た
環
境
保
護
へ
の
取
り
組

み
、
乗
り
降
り
し
や
す
さ
を
求
め
た
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
（
低
床
型
バ
ス
）
の
導
入

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
に
よ
り
力
を
尽

く
し
て
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
…
。

　

平
成
27
年
3
月
末
現
在
、
北
広
島
の
自

動
車
登
録
台
数
は
、
３
万
１
６
１
６
台
。

一
世
帯
当
た
り
１
・
２
台
の
車
を
所
有
し

問合せ　政策推進室企画課
（☎372-3311・内線688）

■市内路線バス利用者の推移

15Ｈ 16 17 18 19 20

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0
21 22 23 24 25 26 27年度

千人

◆市内線

◆市外線

広報　 　－ 2017.3.1 2広報　 　－ 2017.3.1 2



特集

本数が少なくて…

停留所が遠くて…

いつから乗ってないかな…
もっと安くなれば…

車の方が便利よね…

いつも車で移動するし…

利
用
者
が
減
り
続
け
る

悪
循
環

赤
字
の
現
状
・
路
線
廃
止

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

30
年
前
は
一
世
帯
当
た
り
０
・
８
台
で

し
た
。
登
録
台
数
で
比
べ
る
と
３
倍
以
上

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
交
通
網
の
発
展
や
大
規
模
商
業
施

設
の
郊
外
へ
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、
い
わ

ゆ
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
車
社
会
化
）

が
進
ん
だ
た
め
で
す
。

　

時
間
や
移
動
距
離
が
制
約
さ
れ
る
公
共

交
通
よ
り
も
、
自
由
な
移
動
を
可
能
に
し

て
く
れ
る
マ
イ
カ
ー
を
使
い
た
く
な
る
の

は
、
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
前
は
、
国
が
バ
ス
路
線
ご
と
に
運
行

を
許
可
し
、
路
線
廃
止
に
対
し
て
も
規
制

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
事
業
者
は
、

赤
字
の
路
線
が
あ
っ
て
も
黒
字
路
線
か
ら

補
て
ん
す
る
こ
と
で
、
経
営
を
存
続
さ
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
14
年
2
月
の
法
改
正
に

よ
り
、
赤
字
路
線
を
バ
ス
事
業
者
が
届
け

出
る
だ
け
で
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
減
少
が
、
減
便
や
運
賃
の
値

上
げ
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
利
便
性
が
低

下
す
る
。
ま
さ
に
、
利
用
者
が
減
り
続
け

る
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
、
北
広
島
団
地
線
の
年
間

赤
字
額
は
約
１
６
０
０
万
円
。
バ
ス
事
業

者
は
毎
年
赤
字
を
抱
え
た
ま
ま
、
路
線
を

維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
す
。

　

バ
ス
事
業
者
が
企
業
と
し
て
存
続
す
る

た
め
に
、
赤
字
路
線
に
対
す
る
減
便
や
路

線
そ
の
も
の
の
廃
止
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
必
然
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
の
「
足
」
を
守
る
た
め
、

赤
字
路
線
で
あ
る
北
広
島
団
地
線
に
対
し
、

年
間
４
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。マ
イ
カ
ー
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で

問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。こ
の
ま
ま
で
は
、

バ
ス
が
来
な
く
な
る
な
ん
て
こ
と
も
…
。

赤字路線利用者
の減少

減便・運
賃値上げ

利便性
の低下

赤字路線の廃止赤字路線の廃止
いずれは…
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特集
バスがまちから姿を消す前に

バ
ス
が
来
な
い
と
…

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

増
加
と
運
転
免
許
返
納

地
球
と
財
布
に
優
し
い

　

バ
ス
が
来
な
く
な
る
と
困
る
方
は
、
自

動
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や
、
運
転

免
許
を
持
て
な
い
学
生
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
民
の
方
に
話
を
聞
く
と
「
普
段
は
マ

イ
カ
ー
通
勤
だ
け
ど
、
飲
み
会
の
日
は
バ

ス
に
乗
る
」
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
利

用
者
が
減
っ
て
い
る
現
状
で
も
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
市
民
生
活
に
路
線
バ
ス
は
必
要

と
答
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

雨
の
日
は
バ
ス
に
、
車
が
故
障
し
た
ら

バ
ス
に
。
そ
ん
な
利
用
も
、
バ
ス
が
走
り

続
け
る
か
ら
で
き
る
こ
と
。

　

公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス
は
、
そ
う

い
っ
た
生
活
の
安
心
も
与
え
て
く
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

平
成
26
年
に
市
が
実
施
し
た
消
費
生
活

調
査
で
は
、
運
転
免
許
保
有
者
の
約
90
％

が
70
歳
を
超
え
て
も
運
転
を
し
た
い
と
答

え
て
い
ま
す
。
自
動
車
で
移
動
す
る
生
活

に
慣
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
手
放
す
に

は
相
当
の
覚
悟
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
が
、
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭

素
。
マ
イ
カ
ー
で
移
動
し
た
場
合
、
バ
ス

で
移
動
し
た
と
き
と
比
べ
、
一
人
当
た
り

約
３
倍
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
は
酸

ま
す
。
本
人
の
自
覚
が
な
い
ま
ま
認
知
症

に
な
り
、
い
つ
も
の
よ
う
に
自
動
車
の
運

転
を
し
て
…
。

　

年
齢
と
と
も
に
反
射
神
経
も
衰
え
て
い

き
ま
す
。
事
故
を
起
こ
す
前
に
、
自
動
車

で
移
動
す
る
生
活
か
ら
、
公
共
交
通
を
利

用
す
る
生
活
へ
の
切
り
替
え
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上

の
運
転
免
許
を
返
納
し
た
方
と
、
北
広
島

団
地
地
区
か
東
部
地
区
に
お
住
ま
い
で
70

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
バ
ス
運
賃
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
や
使
用
で
き
る
バ
ス
路
線
な
ど
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
企

画
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

北海道中央バス株式会社
大曲営業所長　大

おおたに

谷大
あつし

さん

藤
ふ じ た

田寛
かん

さん
（東共栄・81歳）

　市内を走る路線としては、
北広島団地線や札幌市と連
結する広島線、大曲地区を
中心とした国道36号沿いの
路線を主に運行しています。
現在は、大曲地区の大型商
業施設の立地が進み、大曲
地区を中心とした路線の利
用が多くなっています。
　団地線は、赤字運営が長
年続いており、今後も現在
の路線規模を維持していく
のは、大変難しい状況にあ
ります。

だとつくづく感
じています。

　運転免許を返納しようと思った
のは、運転をしていて、若い方に
怒鳴られたのがきっかけでした。
　妻と相談し、事故を起こす前に
運転をやめようと決めました。
　車を手放した当初は、バス利用
の生活に慣れず大変でした。今で
は、生活のリズムをバスの時間に
合わせることにも慣れ、不便を感
じることもありません。
　近くへ出掛けるときは、歩くよ
うにもなり、健康的な生活ができ
て良かったかなと思います。
　高齢者の運転による事故の報道
を聞くたびに、これで良かったん

　路線バスは、一番身近な乗り物であり、子どもや高齢者などのい
わゆる交通弱者にとっては必要不可欠であると考えています。
　しかし、多額の赤字を抱えながらの運営は続けられるものではな
く、どのようにして持続可能な形にしていくのか、市や地域の皆さ
まと共に考える必要があると思います。
　路線バスは地域の皆さまにご利用いただいて成り立つものです。
　これからも安全輸送を第一に、地域の皆さまに愛されるバスを提
供できるよう努力してまいります。
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特集
バスがまちから姿を消す前に

協議会が作成
したチラシ

北広島団地自治連絡協議会
会長　菅

すがわら

原修
しゅういち

一さん

　札幌の高校へ通うため、自宅か
ら北広島駅までバスを利用してい
ます。
　朝の時間は、ちょうど良い時間
にバスが来るのですが、部活を終
えて帰るときは、便数が少ないた
め20～30分待つことも。そんなと
きは、両親にお願いして迎えに来
てもらっています。
　便数が増えると、もっと利用者
も増えるのではないでしょうか。
　路線バスについて、特に冬場は
欠かせない交通手段だと感じてい
ます。

利用してこそ維持可能になり、
より便利なものにしていけるの
だと考えます。
　当協議会では、月１回バスで
出掛けるとバス路線が維持でき
ることを知ってもらうキャンペ
ーンを始めました。この活動は、
移動の利便性を増すことで施設
や店舗利用者を増加させ、地域
の活性化も実現するという好循
環を生むことを目指しています。
　みんなの力でバスを守ってい
きましょう。

　北広島団地線は、団地の住民にとって必要不
可欠なバス路線ですが、利用者が減り、赤字額
が増加する悪循環に陥ってしまいました。
　赤字が年間1,600万円と知り、黒字化は困難
ではないかという印象を受けました。しかし、
計算上は団地人口15,700人の約２割、3,200人
が１ケ月に１往復今より多くバスを利用するだ
けで黒字になります。
　住民が乗らないバス路線は必ず衰退します。

通手段だと感じていい

宮
みやもと

本亮
りょうすけ

介さん
（里見町・高３）

悪
循
環
か
ら
好
循
環
へ

　

バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
に
は
、
利
用
し

や
す
い
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
検
討
、
人
と
環

境
に
優
し
い
車
両
の
整
備
な
ど
、
バ
ス
事

業
者
の
経
営
努
力
は
も
ち
ろ
ん
必
要
な
こ

と
で
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
意
識
を

持
っ
て
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
「
足
」
で
あ
る
バ
ス
を
守
り
、
育

て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
ち
か
ら
姿
を
消
す
前
に
…
。

　

路
線
バ
ス
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状

況
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
利
用
者
が
減
り

続
け
る
悪
循
環
か
ら
、
利
用
者
が
増
え
続

け
る
好
循
環
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

性
雨
の
原
因
と
な
る
大
気
汚
染
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
を
利
用
す
る

こ
と
で
排
気
ガ
ス
を
減
ら
し
、
地
球
に
優

し
い
生
活
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

公
共
交
通
は
、
財
布
に
も
優
し
い
移
動

手
段
で
す
。
マ
イ
カ
ー
を
持
つ
と
車
両
購

入
費
や
車
検
代
、
保
険
代
、
税
金
、
ガ
ソ

リ
ン
代
な
ど
で
１
日
に
数
千
円
も
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

２
台
所
有
し
て
い
る
マ
イ
カ
ー
を
１
台

に
減
ら
し
、
車
と
バ
ス
を
上
手
に
使
い
分

け
る
こ
と
で
財
布
に
も
優
し
い
生
活
に
な

り
ま
す
。黒字路線利用者

の増加

増便・運
賃値下げ

利便性
の向上

バス路線の新設バス路線の新設
もしかしたら…もしかしたら…
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総
合
事
業
っ
て
？

ど
う
変
わ
る
の
？

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
が
、
総
合
事
業
の
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
要
支
援
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

利
用
で
き
な
か
っ
た
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
判
定
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
め
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
方
と
、
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
略
称
で
す
。
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
予

防
と
、
日
常
生
活
の
自
立
支
援
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

総合事業開始による変更点

＊要支援１・２の方は、訪問介
護と通所介護以外のサービスを
引き続き利用できます。

介護予防サービス

●訪問介護
●通所介護

●要支援１・２の認定を受けた方
●基本チェックリストにより生活機能の低下
がみられた方

介護予防・生活支援サービス事業

◆対象者

●訪問型サービス（訪問介護）
●通所型サービス（通所介護）

●健康運動教室
●生活講座　
●健康増進講演会　など

65歳以上の全ての方

一般介護予防事業

◆対象者

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
移
行

平成29年
４月から

問合せ　高齢者支援課
(☎372‒3311・内線816)
問合せ　高齢者支援課
(☎372‒3311・内線816)

□バスや電車で１人で外出していますか
□日用品の買い物をしていますか
□預貯金の出し入れをしていますか
□友人の家を訪ねていますか

基本チェックリスト（一部）

　生活状況などについての質問に答え、回答の結果で総
合事業対象者か判断するものです。基本チェックリスト
を実施することで判定までの期間が短縮されます。

基本チェックリストとは

＊基本チェックリストの判定は、高齢者支援センター・
市役所高齢者支援課で実施します。

　訪問型サービス・通所型サー
ビスでは、これまでのサービス
に加え、自己負担が軽減された
サービスを利用できるようにな
ります。
　なお、要介護１～５の方が利
用できる介護サービスの内容に
変更はありません。

　訪問型サービス・通所型サー
ビスでは、これまでのサービス
に加え、自己負担が軽減された
サービスを利用できるようにな
ります。
　なお、要介護１～５の方が利
用できる介護サービスの内容に
変更はありません。

要支援１・２の方が利用できるサービス

＋介護予防サービス
●訪問看護　●福祉用具貸与　など

介護予防・生活支援サービス事業
●訪問型サービス　●通所型サービス
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　総合事業開始は、介護保険制度ができ
てから一番大きな変更と言われています｡
現在介護保険のサービスを利用している
方とその家族がスムーズに制度を利用で
きるよう、高齢者支援センターや市内の
介護保険事業者と一緒に総合事業を進め
ていきます。
　また、北広島市では今後10年間で多く
の方が75歳を迎え、日常生活の支援を必
要とする方が増えると考えられます。全

ての方が生き生きとした生活を送れるよ
う、まち全体で支えていきましょう。
　５月には、ヘルパーなどの資格を持た
ない方を中心に介護の基礎を学ぶ「北広
島市くらしサポーター研修」を実施しま
す。詳しくは、本誌４月１日号でお知ら
せします。
　総合事業について分からないことがあ
る方、研修に興味のある方は、気軽に問
い合わせてください。

高齢者支援課
渡邉篤広

要介護１～５の方 要支援１・２の方

日常生活に心配がない方

日常生活に心配がある方

該当しない方

既に認定を受けていて、介護予防・生
活支援サービスだけを利用したい方

基本チェックリストを受けます

高齢者支援センターか市役所高齢者支援課に相談します
（原則として、本人やその家族が窓口で手続きをします）

高齢者支援センターで、本人や家族と
話し合い、ケアプランを作成します

65歳以上の方

介護保険制度利用の流れ

初めて介護保険サービスを利用する方か
介護（予防）サービスを利用している方

要介護（要支援）認定を受けます

介護予防サービス
が利用できます

介護サービスが
利用できます

生活機能の低下が
みられた方

自立した生活が送
れる方

介護予防・生活支援サービス事業
が利用できます

一般介護予防事業
が利用できます

介護予防・日常生活支援総合事業

全ての方が暮らしやすいまちに

広報　 　－ 2017.3.17



　
　

哀
愁
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ　

　　

１
月
29
日
に
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
が
開
か
れ
た
。
開

場
と
同
時
に
次
々
と
観
客
が
集
ま
っ
て

く
る
。「
ま
た
、
来
た
よ
」
と
笑
顔
で
声

を
掛
け
る
常
連
も
多
い
。

　

市
内
で
ほ
ぼ
月
に
１
回
無
料
の
「
哀

愁
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
」
を
開
い

て
い
る
の
は
、
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
こ
と
久
山
明

男
さ
ん
。
こ
の
日
は
、
昭
和
の
邦
楽
や

洋
楽
全
22
曲
を
披
露
し
た
。
演
奏
の
合

間
に
観
客
と
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
距

離
が
近
い
の
も
魅
力
だ
。

　
　

独
学
で
演
奏
法
を
習
得

　

北
竜
町
生
ま
れ
の
久
山
さ
ん
。
歌
謡

曲
が
好
き
だ
っ
た
母
親
の
影
響
で
、
音

楽
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
趣
味
で
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
を
始
め
た
の
は
18
年
前
の

50
歳
の
と
き
。
全
く
の
素
人
だ
っ
た
が
、

仕
事
の
傍
ら
独
学
で
演
奏
法
を
習
得
し

た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
慰

問
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

初
期
の
歌
謡
曲
な
ど
を
聞
い
て
、
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
だ
。

　　
　

精
魂
を
込
め
て

　

活
動
を
２
〜
３
年
続
け
た
頃
に
ふ
と

考
え
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
演
奏

す
る
時
は
、
施
設
の
職
員
が
通
所
者
を

集
め
て
く
れ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
エ

レ
キ
ギ
タ
ー
の
大
き
な
音
が
苦
手
な
人

が
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
。
そ
こ
で
、

演
奏
を
聴
き
た
い
人
だ
け
が
自
発
的
に

来
て
く
れ
る
ラ
イ
ブ
を
、
自
分
で
全
て

準
備
し
開
い
て
み
よ
う
と
決
め
た
。
そ

し
て
始
め
た
の
が
「
哀
愁
の
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
ラ
イ
ブ
」
だ
。

　

１
０
０
曲
以
上
あ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー

か
ら
歌
謡
曲
や
ロ
ッ
ク
、
映
画
音
楽
な

ど
を
毎
回
20
曲
程
度
演
奏
し
て
い
る
。

機
材
を
会
場
ま
で
運
び
、
設
置
し
、
ラ

イ
ブ
を
行
い
片
付
け
る
ま
で
７
時
間
か

か
る
と
い
う
。
初
め
て
使
う
会
場
は
必

ず
下
見
を
し
、
音
を
出
し
て
も
周
囲
に

迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
場
所
か
確
か
め
る
。

そ
ん
な
手
間
暇
も
、
ほ
と
ん
ど
苦
に
な

ら
な
い
そ
う
。

　
　

「
私
は
プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
つ
も
精
魂
込
め
て
音
楽
を
届
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
客
の
皆
さ
ん
が

過
去
の
自
分
に
思
い
を
馳は

せ
た
り
、
親

や
友
人
を
思
い
出
し
た
り
し
て
、
懐
か

し
ん
で
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
で
話
す
。

　
　

ラ
イ
ブ
は
生
き
が
い

　
　

　

９
年
ほ
ど
前
に
体
調
を
崩
し
、
手
術

を
受
け
、
今
も
定
期
的
に
検
査
の
た
め

通
院
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
は
、
一
番

の
生
き
が
い
で
あ
る
ラ
イ
ブ
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
食
事
や
運
動
な
ど
に
一
層

気
を
配
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　

今
月
19
日
に
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で

市
内
在
住
の
女
性
歌
手
と
ラ
イ
ブ
を
開

く
。「
ど
ん
な
ラ
イ
ブ
に
な
る
の
か
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
る
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
演
奏

に
出
向
き
た
い
と
意
欲
を
見
せ
る
久
山

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
を
楽
し

ま
せ
て
ほ
し
い
。

真剣な表情で演奏する久山さん芸術文化ホールでのライブ。多くの人が
来場し聞き入った

ひさやま・あきお
新富町西在住。
50歳から趣味で始めたエレキギター
ライブを年間十数回開いている。
夢プラザふれあいデーに出演したり、
福祉施設やイベント会場で演奏を行
ったりしている。

無料でエレキギターライ
ブを開いている

久山　明男さん

懐かしい名曲を楽しんでほしい
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西の里中学校２年

私たちの
ボランティア活動

大沼野々香さん
（生徒会書記長）

　
西
の
里
中
学
校
は
、
周
り
が
緑
に
囲
ま
れ
た
自

然
豊
か
で
、
す
て
き
な
学
校
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
と
て
も
盛
ん
で
、
特
に

毎
週
水
曜
に
生
徒
会
で
行
っ
て
い
る
ア
イ
キ
ャ
ッ

プ
集
め
で
は
た
く
さ
ん
の
生
徒
や
先
生
方
、
さ
ら

に
地
域
の
方
々
が
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

２
学
期
末
に
行
っ
た
赤
い
羽
根
の
募
金
活
動
で
も

多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
募
金

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
他
に

も
地
域
の
清
掃
活
動
、
交
通
安
全
運
動
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
て
も
積
極
的

アイキャップ（ペットボトルのキャ
ップ）集め

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
生
徒
会
で

は
「
な
っ
て
ほ
し
い
笑

顔
あ
ふ
れ
る
里
中
に
」

を
目
標
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
あ
い
さ
つ
運

動
や
、
い
じ
め
ゼ
ロ
運

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
や
チ
ョ
ー
ク
ア
ー

ト
、
切
り
絵
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
作
に

取
り
組
む
西
の
里
中
学
校
美
術
部
は
、
数

々
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
、
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
素
材
で
芸
術
作
品

を
作
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
展
２
０
１

６
」
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
動
物

の
頭
部
な
ど
を
出
品
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
表

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
な
ど
多
彩
な
芸
術
に
挑
戦

面
を
剝
が
し
、
耳
や
鼻

な
ど
を
作
成
し
組
み
立

て
、
半
年
が
か
り
で
完

成
さ
せ
た
力
作
で
す
。

大
量
の
接
着
剤
を
使
う

た
め
、
米
か
ら
糊の

り

を
手

作
り
し
て
部
費
を
節
約

し
た
と
い
う
苦
労
も
。

　

努
力
が
実
り
、
中
学

生
の
部
で
最
高
賞
の
グ

ラ
ン
プ
リ
に
次
ぐ
優
秀

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
空
き

缶
を
使
っ
た
作
品
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
て

お
り
、
２
年
続
け
て
の
栄
誉
で
す
。
作
品

は
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
に
展
示
さ

れ
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。「
み
ん

な
で
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
、
完
成
し

た
時
は
う
れ
し
い
で
す
。
今
年
の
リ
サ
イ

ク
ル
ア
ー
ト
展
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し

ま
す
」
と
部
長
の
米
津
祐
菜
さ
ん
。

　

昨
年
は
、
こ
の
他
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
市
内
で
開
か

れ
た
「
平
和
の
絵
」
作
品
展
で
、
中
学
生

部
門
の
最
高
賞
を
は
じ
め
主
要
な
賞
を
獲

得
し
、
多
く
の
部
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

外
部
講
師
を
招
い
た
り
、
大
学
な
ど
の

講
座
を
受
け
た
り
と
、
学
校
を
飛
び
出
し

て
学
び
を
体
験
し
て
い
ま
す
。「
部
活
動
を

通
し
て
社
会
性
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」

と
語
る
顧
問
の
乙
川
教
諭
。
熱
心
な
指
導

の
下
、
部
員
た
ち
は
新
し
い
分
野
に
挑
戦

し
、
成
長
し
て
い

く
で
し
ょ
う
。

札幌駅前通地下歩行空間で
作品が展示されました

作品の断面

ファッションデザイン
画コンクール最優秀賞
受賞作（上）と、「平和
の絵」作品展会長賞受
賞作（下） 温かみを感じるチョークアート作品

制作風景

NO.119

広報　 　－ 2017.3.19



　

火
災
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
火
災
・
救
急
出
動
状
況
と
合
わ
せ

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

灯油ホームタンクチェック表は市ホームページ「救急・防災→
消防・救急→火災予防→火災を防ぐ（危険物)｣から印刷できま
す。

さび・穴は
ないか

緩みはないか
にじみ・漏れは
ないか

灯油の臭いは
しないか

　

警
報
器
は
、
火
災
発
生
時
に
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
の
重
要
な
機
器
で
す
。

特
に
寝
室
や
台
所
に
設
置
し
て
い
る
も
の

は
、
早
期
発
見
を
促
し
逃
げ
遅
れ
を
な
く

し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
き
ち
ん
と

動
く
よ
う
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

　

ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も
を
引
く
こ

と
で
火
災
を
知
ら
せ
る
警
報
音
が
鳴
れ
ば
、

正
常
で
す
。
詳
し
く
は
、
取
り
扱
い
説
明

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
か
ら
、10
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

設
置
か
ら
10
年
が
経
過
す
る
と
、
電
子
部

品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
に
よ
り
、
火

災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作
動
確
認
を
す
る
時
に
、
警
報
器
本
体
に

記
載
さ
れ
て
い
る
製
造
年
も
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　

落
雪
に
よ
る
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
破
損
や

接
続
部
の
緩
み
、
配
管
の
経
年
劣
化
に
よ

る
亀
裂
な
ど
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

灯
油
が
流
出
す
る
と
、
火
災
の
危
険
は

も
ち
ろ
ん
、河
川
に
流
入
す
れ
ば
水
道
水
、

農
作
物
や
魚
、
環
境
に
大
き
な
被
害
を
与

え
損
害
賠
償
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
事
故
が
起
き
た
場
合
、
多
く
は
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
の
持
ち
主
が
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
油
の
量
や
流
出
状
況
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
処
理
に
多
額
の
費
用
が

か
か
り
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

日
常
的
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
点
検
を
実

施
し
、
灯
油
の
流
出
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
者
と
小
さ
な
子
ど
も
の
事
故
の
中

に
は
、
家
庭
内
で
の
転
倒
や
お
湯
に
よ
る

（☎373-3100）
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＊ろれつが回らないなど、
普段と様子が違うときは、
ためらわずに救急車を呼ん
でください。

■平成28年
　程度別の搬送人数

軽症
938人中等症

849人

重症
86人

死亡45人

　

火
災
発
生
件
数
は
12
件
、
そ
の
う
ち
最

も
多
か
っ
た
の
は
建
物
火
災
の
６
件
で
し

た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
な
く
、
負
傷
者

が
１
人
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
箇
所
と
し
て
は
、
ス
ト
ー

ブ
や
電
気
配
線
、
こ
ん
ろ
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

救
急
出
動
件
数
は
、
平
成
27
年
よ
り
約

１
０
０
件
増
え
た
２
１
４
０
件
で
、
病
院

へ
搬
送
さ
れ
た
人
数
は
１
９
１
８
人
で
し

た
。
地
区
別
出
動
で
は
、
東
部
地
区
が
最

も
多
く
、
次
い
で
大
曲
地
区
、
北
広
島
団

地
地
区
と
続
き
ま
す
。

　

救
急
出
動
の
と
き
に
、
消
防
車
が
一
緒

に
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事

故
の
現
場
で
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め

や
、
心
肺
停
止
で
迅
速
な
救
命
活
動
が
必

要
だ
と
判
断
し
た
場
合
な
ど
で
す
。

　

平
成
28
年
は
二
次
災
害
防
止
で
78
件
、

救
命
活
動
で
１
８
６
件
の
出
動
が
あ
り
ま

し
た
。

　

救
急
出
動
件
数
が
、
平
成
25
年
か
ら
４

当
に
救
急
車
が
必
要
な
場
合
に
影
響
が
出

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　現場での活動も視野に入れ訓練に参加している
女性の消防団員は、わずか３人。そのうちの１人
である石岡綾子さんは、４月で入団から２年を迎
えます。

　入団資格は、市内にお住
まいで心身ともに健康な18
歳以上。詳しくは、消防本
部総務課に問い合わせてく
ださい。

　訓練や見回りなど、男性
と変わらずに活動していま
す。入団した当初は筋肉痛
に悩まされましたが、女性
だからできることや気付く
ことがあると思います。こ
れからも地域のためにでき
ることを意識しながら、活
動していきたいです。第４分団団員　

石岡綾子さん

や
け
ど
な
ど
、
少
し
の
注
意
と
心
掛
け
で

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
を
予
防
救
急
と
い
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
救
急
車

を
呼
ぶ
よ
う
な
大
き
な
事
故
を
防
ぎ
、
健

康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

〈
家
庭
内
転
倒
・
転
落
を
防
ぐ
〉

●
段
差
を
減
ら
す

●
階
段
な
ど
は
明
る
く
す
る

〈
浴
槽
で
溺
れ
る
の
を
防
ぐ
〉

●
入
浴
前
は
家
族
に
声
を
掛
け
る

●
入
浴
前
に
酒
や
睡
眠
薬
を
飲
ま
な
い

●
浴
室
は
他
の
部
屋
と
の
室
温
差
が
な
い

よ
う
に
す
る

訓練の様子

　全国的にも増加傾向にある女性の消防団員。市
内での活躍も期待されています。

●
新
聞
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
床
に
置
か

な
い

●
電
気
製
品
の
コ
ー
ド
類
は
整
理
す
る

●
手
す
り
を
付
け
る

〈
窒
息
を
防
ぐ
〉

●
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

●
餅
な
ど
は
小
さ
く
切
っ
て
食
べ
る

〈
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
防
ぐ
〉

●
一
気
飲
み
な
ど
短
時
間
で
多
量
の
酒
を

飲
ま
な
い

年
連
続
２
０
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
救
急
出
動
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ

た
方
の
約
半
数
は
、
入
院
の
必
要
が
な
い

軽
症
者
で
し
た
。
中
に
は
、
救
急
車
を
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
例
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
不
適
正
利
用
が
増
え
る
と
、
本

　昨年12月、東部・団地地区を管
轄する第１分団の小型動力ポンプ
付積載車を更新しました。
　新たな車両では、オートマチッ
ク四輪駆動を採用。エンジンカッ
ターや携帯型破壊器具、応急処置
セットなど救助活動用の資機材を
装備し、幅広い災害活動に対応し
ます。
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問合せ　防災・庁舎建設課（内線652）
生
活

問合せ　保険年金課（内線709）
生
活

国民年金は、国内に住む20～59歳の全ての方が加入する
制度です。

変更前 変更後 取るべき行動

避難
勧告

避難
指示

問合せ　保険年金課（内線658）
生
活

就職や退職、転居などに伴って届け出が必要です。14日
以内に手続きをしてください。届け出が遅れると、医療
費を全額自己負担しなければならないことがあります。
必要書類　本人確認書類・世帯主と異動する方の個人番号
＊この他に、下記にあるものをお持ちください。
申込み　保険年金課か各出張所
〈国保に加入するとき〉
●転入した＝特定同一世帯所属者異動連絡票・旧被扶養
者異動連絡票（いずれも該当者だけ）　
●勤務先の健康保険をやめた、扶養家族から外れた＝資
格喪失証明書
●任意継続している健康保険の期間が終了した＝資格喪
失証明書か任意継続の健康保険証（全員分）　
●子どもが生まれた＝健康保険証・印鑑・世帯主の預金
通帳など

●生活保護を受けなくなった＝生活保護廃止決定通知書
〈国保をやめるとき〉
●転出する＝健康保険証　
●勤務先の健康保険に加入した、扶養家族となった＝国
保と勤務先の健康保険証（全員分）か資格取得証明書　
●国保加入者が死亡した＝健康保険証・印鑑・会葬はが
き・喪主か施主の預金通帳など　
●生活保護を受ける＝健康保険証・生活保護開始決定通
知書
〈その他に手続きが必要なとき〉
●住所や氏名、世帯主が変わった ＝健康保険証　
●就学で他市町村に住む＝健康保険証・在学証明書など　
●市外の施設や、介護保険の適用除外施設に入・退所す
る＝健康保険証・在所証明書
＊健康保険証をなくしたときも、手続きが必要です。

昨年８月に、台風10号の水害により岩手県の
グループホームで入所者９人が亡くなりまし
た。避難準備情報が施設などに十分に伝わら
ず、適切な避難行動がとられなかったことを
重く受け止め、右のように変更になりました。

＊必ずしもこの順番で発令されるとは限りま
せん。身の危険を感じる場合は、これらの情
報が発令されていなくても、避難を開始して
ください。
＊最寄りの指定避難場所を確認しておきまし
ょう。また、避難場所までの経路や移動手段
を家族で話し合っておくなど、日頃から万が
一に備えることが大事です。

〈被保険者の種類〉 60歳未満で、これまで厚生年
金などに加入していた第２号
被保険者が退職した場合は、
国民年金の第１号被保険者に
なる届け出が必要です。また、
扶養されていた配偶者は、第
３号被保険者から第１号被保
険者に変更する届け出をして
ください。

必要書類など　年金手帳・印鑑・本人確認書類・退職日
が確認できる書類（社会保険資格喪失証明書や離職票など）
申込み　市役所保険年金課か各出張所

第１号被保険者　自営
業・農林漁業・学生・
無職の方など
第２号被保険者　厚生
年金などの加入者
第３号被保険者　第２
号被保険者に扶養され
ている配偶者

市役所保険年金課か各出張所、年金事務所で保険料免
除・猶予の手続きをしてください。
＊本人と配偶者、世帯主の所得審査があります。退職し
た場合は、その方の所得審査をしない「失業による特例
免除」があります。特例を利用する場合、雇用保険の離
職票や受給資格者証が必要になります。

届け出をしてから約１カ月後に、日本年金機構から納付
書が送付されます。金融機関か郵便局、コンビニエンス
ストアで納付してください。口座振替やクレジットカー
ドで納付する方法もあります。
お得な前納割引制度　２年・１年・６カ月分をまとめて
前納すると安くなります

●いつでも避難できるよう準備しましょう。身
の危険を感じる方は避難しましょう
●避難に時間を要する方（高齢者、障がい者、
乳幼児がいる方）は避難を開始しましょう
●避難場所へ避難しましょう
●地下空間にいる方は、速やかに安全な場所
に避難しましょう
●まだ避難していない場合は、直ちに避難しま
しょう
●外出することでかえって命に危険が及ぶよう
な状況では、自宅のより安全な場所に避難しま
しょう

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難勧告

避難指示
（緊急）

避難
準備
情報
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子育て世代の男性は、育児休業取得率が低く
家事や育児に費やす時間が少ないのが実状で
す。市ではワーク・ライフ・バランス推進の
一環として、タレントで俳優、私生活では一
男二女の父親として子育てにも奮闘中の照英
氏を招き、トークショー形式のセミナーを実
施します。

催
し

問合せ　環境課（内線825）
生
活

問合せ　企画課（内線741）

照英

定員　5 0 0人
申込方法　３月10日までに市ホームペ
ージ「市役所ご案内→男女共同参画→
講座・イベント情報」にある専用フォ
ームか、電話で申し込んでください。
＊託児は申し込みが必要です。託児で
きる人数に限りがあります。

●家の周りをうろうろしているので捕獲してほしい
●子猫を産んだので何とかしてほしい
●庭や畑を荒らされたり、ふんや尿を
されて困っている
●近所で餌を与えている人がいて迷惑

◆無駄ぼえを減らす
無駄ぼえは、根気強いしつけと適度な運動が必要です。
周りの方に迷惑が掛からないようにしましょう。

◆ふん
4 4

・尿は必ず片付ける
公園や道路、家の前などで始末していない犬のふんを見
掛けたり、春に雪の下から出てきたりします。散歩中の
ふんは必ず持ち帰りましょう。
尿は、なるべく自宅の敷地内でさせましょう。散歩中に
させるときは、周りの方の迷惑にならないよう綱で管理
しましょう。また、飼育場所は常に清潔に保ちましょう。

◆散歩するときは綱を引く
犬を放して散歩させるのはやめましょう。子どもを追い
掛けたり、人をかんだりする事故が毎年起きています。
「うちの犬は大丈夫」と思っていても、ほかの方には迷
惑です。散歩中は、綱を短めに持ちましょう。

猫は、市が直接捕獲できる法律的な根拠がありま
せん。避妊・去勢手術をせずに放し飼いをしたり、
飼う気のない野良猫に餌を与えたりすることは、
無責任な行為であり、野良猫を増やす原因となり
ます。絶対にやめましょう。
◆猫を飼うときは…
病気や交通事故、行方不明になるのを防ぐため、
必ず室内で飼いましょう。また、飼い猫と分かる
よう首輪などを付けましょう。

捜しても見つからないときは、環境課や最寄りの交番、
千歳保健所（☎0123‒23‒3175）に連絡してください。

健所へ搬送します。市から犬を引き取る場合は、手数料
が掛かります。
手数料
●返還手数料　１頭＝850円
●飼養管理手数料（２日目以降）　１頭１日＝1,200円

◆放浪犬の管理手数料
市が放浪犬を捕獲・保護したときは、市役所で一時保護
します。３日たっても飼い主が見つからない場合は、保

自治会・町内会や個人の方に貸し出し
ます。看板面は縦60㎝×横40㎝で、高
さは140㎝です。
＊数に限りがあります。

◆外で飼う場合はおりなどに入れるか、鎖でつなぐ
鎖は２ｍ以内のものにしましょう。すり
減っていないか、首輪が抜けやすくなっ
ていないか、時々点検してください。
＊鎖が付いたまま逃げ出すことは、珍し
くありません。

◆狂犬病予防注射を受けさせる
毎年４月上旬ごろ、畜犬登録をした方に狂犬病予防注射
の案内を送付しています。動物病院での予防注射や、市
内の公園や会館などで実施する集合注
射を必ず受けさせましょう。
＊集合注射の日程などは、本紙５月１
日号でお知らせします。

◆ルール・マナー違反の場合は…
畜犬登録や狂犬病予防注射、放し飼い、ふんの始末を怠
った場合などは、法律や条例により罰せられることがあ
ります。
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広告掲載を希望する方は、㈱ホープ（☎050-5838-2344）へお問い合わせください。

広告

生　

活

乾
燥
お
で
い
肥
料

あ
し
る
の
め
ぐ
み

予
約
販
売

　

家
庭
で
分
別
し
た
生
ご
み
や
下
水
お

で
い
、
し
尿
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
混

合
処
理
し
て
作
っ
た
乾
燥
肥
料
で
す
。

　

窒
素
と
リ

ン
酸
を
適
度

に
含
み
、
家

庭
菜
園
や
芝

生
に
も
適
し

て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

予
約
受
付
日
時　

３
月
31
日
㈮
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）

販
売
日
時　

４
月
16
日
㈰
・
17
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

＊
販
売
日
時
は
、
調
整
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

販
売
金
額　

９
㎏
詰
め
１
袋
＝
１
０
０

円
（
１
世
帯
10
袋
ま
で
）

申
込
み　

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
あ
し
る

（
富
ヶ
岡
９
１
６
〜
２
・
☎
372
〜
３
７

５
２
）

小
規
模
修
繕

契
約
希
望
者
の
申
請

　

随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

（
予
定
価
格
が
30
万
円
以
下
）
を
行
う

事
業
者

資
格
の
有
効
期
間　

登
録
日
〜
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で

申
込
み　

所
定
の
申
請
書
で
契
約
課
（
内

線
８
６
９
）

＊
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
産

業
・
ビ
ジ
ネ
ス
↓
入
札
・
契
約
」
か
ら

印
刷
で
き
ま
す
。

市
奨
学
生

　

経
済
上
の
理
由
で
、
高
校
な
ど
へ
の

就
学
が
困
難
な
生
徒
に
学
費
を
援
助
し

ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

●
市
内
に
お
住
ま
い
で
市
立
中
学
校
を

卒
業
し
、
高
校
な
ど
に
入
学
見
込
み
か

在
学
し
て
い
る

●
成
績
優
秀
（
平
均
評
定
が
３
・
０
程

度
以
上
）

●
学
費
の
支
払
い
が
困
難

＊
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
保
護
費
か

ら
教
育
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
た
め
対

象
外
で
す
。

＊
奨
学
生
選
考
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

支
給
額　

月
額
５
０
０
０
円

申
込
み　

３
月
28
日
ま
で
に
、
入
学
見

込
み
の
方
は
卒
業
す
る
中
学
校
へ
、
高

校
な
ど
に
在
学
中
の
方
は
市
教
委
学
校

教
育
課
（
内
線
８
８
７
）

＊
申
込
書
は
申
込
先
と
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。
手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。

高齢者の豊かな知識と経験を生かす
シルバー人材センター（☎373-6763）

北広島市シルバー 検 索詳しくは、ホームページ

対象は、市内にお住まいのおおむね60歳以上。健康で働く
意欲があり、シルバー人材センターの趣旨を理解してくれ
る方なら誰でも会員になれます。
入会説明会（事前に申し込んでください）
日時　３月24日㈮　午前９時30分から
会場　シルバー活動センター
＊入会には、年会費2,500円が必要です。

★会員は、こんな仕事をしています
草取り・草刈り・植木の手入れ・畑起こし・施設管理・
清掃・毛筆宛名書き・簡単な大工仕事など

会員募集中
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西部出張所（輪厚中央４丁目12-17） ☎376-2103
大曲出張所（大曲柏葉１丁目2-3） ☎376-2530
西の里出張所（西の里南１丁目2-4） ☎375-3209
団地住民センター（泉町１丁目1） ☎372-0676
エルフィンパーク（中央６丁目） ☎376-8880
芸術文化ホール（中央６丁目2-1） ☎372-7667
図書館（中央６丁目2-1） ☎373-7667
中央公民館（朝日町５丁目1-1） ☎373-0101

特に記載がないものは、原則として無料です。申し込み
が必要で特に指定がない場合は、発行日以降、各施設の
最初の開庁・開館日から受け付けます。

ホームページ　　
http://www.city.kitahi
roshima.hokkaido.jp/

東記念館（朝日町５丁目1-2） ☎373-2171
農民研修センター（輪厚中央４丁目12-17） ☎376-3935
夢プラザ（大曲370） ☎370-7373
大曲ふれあいプラザ（大曲工業団地７丁目3-1） ☎376-4599
シルバー活動センター（共栄町３丁目12-1） ☎372-1500
広葉交流センター（広葉町３丁目1） ☎373-2801
総合体育館（共栄315-2） ☎372-0808
福祉センター（北進町１丁目5-2） ☎372-1640
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広告

生
活

相
談

募
集

市
民
参
加

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

－北広島市－ ☎ 372-3311

高
等
学
校
等
入
学
準
備
金

　

高
校
な
ど
に
入
学
す
る
生
徒
に
、
入

学
準
備
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
立
中
学

校
を
卒
業
し
、
平
成
29
年
度
に
高
校
な

ど
に
入
学
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

●
平
成
28
年
度
に
就
学
援
助
を
受
け
て

い
た
世
帯
か
生
活
保
護
世
帯

●
平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
か

均
等
割
だ
け
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、

私
立
高
校
な
ど
へ
入
学
す
る

支
給
額　

２
万
円

申
込
み　

３
月
23
日
ま
で
に
各
中
学
校

＊
申
込
書
は
市
教
委
学
校
教
育
課
（
内

線
８
８
７
）
と
各
出
張
所
、
各
中
学
校

に
あ
り
ま
す
。

北
海
道
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
北
海
道
と
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
、
国
保
を
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
限　

３
月
31
日

閲
覧
場
所　

道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
道
庁

別
館
行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど

提
出
先
・
問
合
せ　

北
海
道
保
健
福
祉

部
国
保
医
療
課
（
FAX
　

232
〜
１
０
３
７
・

☎
231
〜
４
１
１
１
）

自
動
車
の
住
所
変
更

登
録
を
お
忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登

録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
次
の
場
合
は
、
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

●
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

●
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

＊
平
成
29
年
度
の
自

動
車
税
納
税
通
知
書

を
確
実
に
送
付
す
る

た
め
、
３
月
31
日
ま

で
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、

札
幌
道
税
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
納
税
通
知
書
の
送
付
先
変
更
は
、

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
（
☎
746
〜
１
１
９
７
）

軽
自
動
車
な
ど
の
取
得
・

廃
車
・
譲
渡
・
住
所
変
更

　

平
成
29
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、
４

月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
・
原
動
機
付

き
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
２
輪

の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
な
ど
の
取

得
・
廃
車
・
譲
渡
や
、
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
普
通
自
動
車
と
違
い
、
軽
自
動
車
税

に
月
割
り
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
詳
し
く
は
、
各
手
続
き
先
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
（
内
線
８
２
９
）

樹
木
・
花
苗
の
配
布

　

緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
花
や
緑
で

街
並
み
を
飾
ろ
う
と
す
る
団
体
に
、
緑

の
募
金
を
活
用
し
て
樹
木
や
花
苗
な
ど

を
配
布
し
ま
す
。

条
件　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と

●
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
団
体

●
公
共
的
な
場
所
に
植
え
る

●
植
栽
後
の
管
理
を
実
施
団
体
が
行
う

申
込
み　

３
月
17
日
ま
で
に
所
定
の
申

請
書
で
都
市
整
備
課
（
内
線
７
７
８
）

＊
申
請
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ら

し
の
情
報
↓
環
境
・

自
然
」
か
ら
も
印
刷

で
き
ま
す
。

４
月
３
日
か
ら

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
北
広
島

開
庁
時
間
の
変
更

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

ジ
ョ
ブ
ガ
イ
ド
北
広
島
（
中
央

３
丁
目
１
〜
３Zeal

54
ビ
ル
・
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
北
広
島
店
そ
ば
）

問
合
せ　

商
工
業
振
興
課
（
内
線
８
７

１
）声

の
広
報
と
点
字
広
報

を
発
行
し
て
い
ま
す

　

広
報
北
広
島
や
市
議
会
だ
よ
り
の
内

容
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
声

の
広
報
と
点
字
広
報
に
し
て
、
目
の
不

自
由
な
方
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
電
話
な
ど
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

●
声
の
広
報
＝
読
み
上
げ
て
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
も
の

●
点
字
広
報
＝
点
字
に
訳
し
た
も
の

問
合
せ　

政
策
広
報
課（
内
線
７
７
４
）

問合せ　防災・庁舎建設課
                     （内線652）

車種 手続き先
原動機付き自転車（125㏄以
下のオートバイ）、ミニカー、
小型特殊自動車（トラクター
やフォークリフトなど）

市役所税務課、
各出張所

３・４輪の軽自動車、２輪の
軽自動車（125㏄を超え250
㏄以下のオートバイ）

札幌地区軽自動車協会
（札幌市北区新川５条
20丁目1‒20･☎768‒3955)

２輪の小型自動車（250㏄を
超えるオートバイ）

札幌運輸支局
（札幌市東区北28条東
１丁目･☎050‒5540‒2001)

日時　３月１日㈬～７日
㈫・14日㈫・15日㈬　午
前７時～午後９時（正午
～午後１時を除く）
実施部隊　第７師団、第
11旅団

自衛隊演習島松
演習場

広報　 　－ 2017.3.115
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普
通
救
命
講
習
Ⅰ

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

日
時　

３
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

内
容　

基
礎
的
な
応
急
手
当
て

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

３
月
12
日
ま
で
に
消
防
署
（
☎

373
〜
２
３
２
２
）

指
定
水
道
工
事
事
業
者

◆
除
か
れ
た
給
水
工
事
事
業
者

㈲
斉
藤
工
業

問
合
せ　

水
道
施
設
課（
内
線
８
９
６
）

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債
（
額
面
25
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象　

次
の
順
位
に
よ
る
遺
族
一
人

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
の
子　

③
戦
没
者
な
ど
の
父

母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹　

④
右

の
①
〜
③
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没
者
な

ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
が
あ
っ
た
三
親
等
内
の
親
族　
　

申
込
み　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
に

福
祉
課
（
内
線
６
３
７
）

弁
護
士
に
よ
る

消
費
生
活
相
談

日
時　

３
月
16
日
㈭　

午
後
３
時
〜
５

時
30
分

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談

時
間
は
約
30
分
間
で
す
。

会
場
・
申
込
み　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
第
３
庁
舎
３
階
・
内
線
８
６

６
）行

政
相
談

日
時　

３
月
14
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

国
の
行
政
機
関
の
仕
事（
年
金
・

登
記
・
道
路
・
河
川
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
）

に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・
意
見
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

温
か
い
心
を
あ
り
が
と
う

〈
地
域
振
興
の
た
め
に
〉

村
越
立
樹　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

石
塚
雅
明　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

募
　
集

公
用
封
筒
の
広
告

　

市
の
業
務
で
使
用
す
る
公
用
封
筒
に

相
　
談

巡
回
子
ど
も
の
権
利
相
談

日
時
・
会
場　

●
３
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い

あ
い　

●
３
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分
＝
輪
厚
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

友
人
・
親
子
関
係
な
ど
、
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
こ
と

＊
誰
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

児
童
家
庭
課（
内
線
８
９
９
）

法
律
相
談

日
時　

３
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。助
言
・

相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

申
込
み　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

給
食
費
納
入
の
夜
間
相
談

　

来
所
と
電
話
で
相
談
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
14
日
㈫　

午
後
４
時
30
分

〜
８
時

＊
平
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分

も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
場
・
問
合
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
朝
日
町
５
丁
目
１
〜
４
・
☎
373
〜
２

４
８
７
）

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
有
料
掲
載

と
封
筒
を
寄
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
有
料
掲
載
の
場
合

●
長
形
３
号
封
筒
＝
２
枠
分

広
告
枠　

１
枠
１
０
０
㎜
×
85
㎜

掲
載
料　

１
枠
15
万
円

●
角
形
20
号
（
国
際
Ａ
４
）
封
筒
＝
２

枠
分

広
告
枠　

１
枠
２
０
０
㎜
×
１
２
５
㎜

掲
載
料　

１
枠
17
万
５
０
０
０
円

申
込
み　

申
請
書
に
広
告
案
を
添
え
て

フ
ァ
ク
ス
か
電
子
メ
ー
ル
で
会
計
課
（
FAX
　

370
〜
２
３
８
０
・kaikei@city.kitahiro

shim
a. hokkaido.jp

・
内
線
８
６
７
）

＊
申
請
書
や
募
集
要
領
な
ど
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
↓
広

告
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

非
常
勤
・
臨
時
職
員

　

17
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

採
用
期
間

●
非
常
勤
職
員
＝
４
月
１
日
〜
平
成
30

年
３
月
31
日

●
臨
時
職
員
＝
４
月
１
日
〜
9
月
30
日

  （
６
カ
月
以
内
で
更
新
す
る
場
合
あ
り
）

〈
共
通
事
項
〉

＊
採
用
は
書
類
選
考

と
面
接
で
決
定
し
ま

す
。
履
歴
書
は
お
返

し
し
ま
せ
ん
。
採
用

後
は
兼
職
で
き
ま
せ

ん
。

市
　

民
　

参
　

加

第
２
回
空
家
等
対
策

推
進
協
議
会

日
時　

３
月
29
日
㈬　

午
後
３
時
か
ら

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

内
容　

●
空
き
家
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
調
査
結
果　

●
北
広
島
市
空
家

等
対
策
計
画
の
骨
子
に
つ
い
て

＊
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接
会
場

に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
６
４
３
）

保
　
健

こ
こ
ろ
の
交
流
会

対
象　

精
神
疾
患
で
通
院
中
か
過
去
に

受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
65
歳
未
満

日
時　

３
月
14
日
㈫　

午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

会
場　

大
曲
会
館

内
容　

精
神
保
健
福
祉
士
と
交
流

申
込
み　

前
日
ま
で
に
障
が
い
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
（
☎
376
〜
７
７

７
６
）

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
〜
69
歳
（
65
歳
以
上
の
場
合

は
、
60
〜
64
歳
に
献
血
し
た
こ
と
が
あ

る
方
）

日
程　

３
月
８
日
㈬

広報　 　－ 2017.3.1 16



－北広島市－ ☎ 372-3311

生
活

相
談

募
集

市
民
参
加

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

職種・
募集人数

①対象（年齢は４月１日現在）　②勤務場所　③業務内容　
④勤務時間　⑤休日

⑥報酬・賃金
⑦社会保険など

⑧申込期限　⑨必要書類
⑩提出先・問合せ

非
常
勤
職
員

一般事務
＝１人

①市内にお住まいで、パソコン操作（ワードやエクセルなど）が
できる60歳以下　③住民票・戸籍・マイナンバーなどの窓口業務
と事務補助　④週28時間45分　⑤土・日曜、祝日、年末年始

⑥月額13万6,800円
と通勤費相当額
⑦健康保険と厚生年
金、雇用保険に加入

⑧３月８日
⑨履歴書（写真付き）
⑩市民課（内線677）

一般事務
＝１人

①パソコン操作（ワードやエクセルなど）ができ、普通自動車運
転免許がある62歳以下　③放課後子供教室・家庭教育支援事業に
関する学校との連絡調整、社会教育事業に関する事務補助など
④週５日（28時間45分以内）　⑤土・日曜、祝日、年末年始

⑧３月８日
⑨履歴書（写真付き）
と資格免許証の写し
⑩市教委社会教育課（内
線889）

生涯学習
推進アド
バイザー
＝１人

①パソコン操作（ワードやエクセルなど）ができ、教員免許や社
会教育主事資格などの生涯学習に関連する資格と普通自動車運転
免許がある60歳以下　②中央公民館　③生涯学習に関する指導や
相談、社会教育関係団体の育成など　④週５日（28時間45分以内）　
⑤日・月曜、祝日、年末年始

⑥月額14万8,900円
と通勤費相当額
⑦健康保険と厚生年
金、雇用保険に加入

⑧３月８日
⑨履歴書（写真付き）
と資格免許証の写し
⑩市教委社会教育課（内
線895）

学童クラ
ブ指導員
＝１人

①保育士か幼稚園教諭、教員、社会福祉士のいずれかの資格があ
る（３月31日までに取得見込みを含む）か、高卒以上で児童福祉
法に基づく児童福祉事業に２年以上従事した経験があり、自動車
通勤ができる60歳以下　②市内の学童クラブ　④週28時間45分
⑤日曜、祝日、年末年始

⑥月額14万3,000円
と通勤費相当額、加
算額
⑦健康保険と厚生年
金、雇用保険に加入

⑧３月10日
⑨履歴書（写真付き）
と資格証明書の写し
⑩保育課（内線666）

保健師
＝１人

①保健師免許と普通自動車運転免許がある60歳以下　③成人への
保健指導など　④週28時間45分　⑤土・日曜、祝日、年末年始

⑥月額17万3,000円
と通勤費相当額
⑦健康保険と厚生年
金、雇用保険に加入

⑧３月10日
⑨履歴書（写真付き）
と資格免許証の写し
⑩健康推進課（〒061-
1192住所不要・内線809）保健師か

看護師
＝１人

①保健師か看護師免許と普通自動車運転免許がある60歳以下　③赤
ちゃん訪問・乳幼児健診・母子保健に関する事務など　④１日
４～５時間で月10日程度　⑤土・日曜、祝日、年末年始

⑥時給1,390円と通
勤費相当額

歯科衛生
士＝１人

①歯科衛生士免許と普通自動車運転免許がある60歳以下　③乳幼
児健診・フッ素塗布・歯の健康相談や集団保健指導など　④週19
時間15分　⑤土・日曜、祝日、年末年始

⑥月額９万4,500円
と通勤費相当額

社会福祉
士＝１人

①社会福祉士の資格と普通自動車運転免許がある60歳以下　③高
齢者の生活や介護に関する相談業務など　④週４日（28時間45分）
⑤原則として土・日曜、祝日、年末年始

⑥月額15万800円と
通勤費相当額、加算額
⑦健康保険と厚生年
金、雇用保険に加入

⑧３月10日
⑨履歴書（写真付き）
と資格免許証の写し
⑩高齢者支援課（〒061-
1192住所不要・内線846）

臨
時
職
員

看護師
＝１人

①看護師免許と普通自動車運転免許がある方　③乳幼児健診で身
体計測　④１日３～４時間で月３～４日　⑤土・日曜、祝日

⑥時給1,210円と通
勤手当

⑧３月10日
⑨履歴書（写真付き）
と資格免許証の写し
⑩健康推進課（〒061-
1192住所不要・内線809）

看護師
＝１人

①看護師免許と普通自動車運転免許がある方　③妊婦健康診査通
院支援助成申請の受け付けや事務など　④週30時間　⑤土・日曜、
祝日

学童クラ
ブ指導員
＝１人

①保育士か幼稚園教諭、教員、社会福祉士のいずれかの資格があ
る（３月31日までに取得見込みを含む）か、高卒以上で児童福祉
法に基づく児童福祉事業に２年以上従事した経験があり、自動車
通勤ができる方　②市内の学童クラブ　④月50～90時間程度（時
期により異なります）　⑤日曜、祝日

⑥時給960円と通勤
手当

⑧３月10日
⑨履歴書（写真付き）
と資格証明書の写し
⑩保育課（内線666）

学童クラ
ブ指導補
助員＝１人

①高卒以上で自動車通勤ができる方　②市内の学童クラブ　④月
50～90時間程度（時期により異なります）　⑤日曜、祝日

⑥時給900円と通勤
手当

⑧３月10日
⑨履歴書（写真付き）
⑩保育課（内線666）

時
間
・
コ
ー
ス　

コ
マ
ツ
特
機
㈱
北
海

道
事
業
所
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
前

９
時
〜
11
時
15
分
▼
日
立
物
流
コ
ラ
ボ

ネ
ク
ス
ト
㈱
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
▼
順
天
病
院

（
大
曲
）
＝
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課（
内
線
８
０
７
）

介
護
す
る
家
族
の
集
い

対
象　

介
護
を
し
て
い
る
か
、
し
て
い

た
方

日
時　

３
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

●
総
合
事
業
や
４
月
か
ら
変
わ

る
介
護
保
険
制
度
の
変
更
点
・
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て　

●
交
流
会

申
込
み　

３
月
６
日
ま
で
に
、
ひ
が
し

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
211
〜
８
５

２
０
）

食
事
交
流
会

　

１
人
暮
ら
し
の
方
や
介

護
相
談
を
し
た
い
方
な
ど
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈯　

正
午
〜
午
後
１

時
30
分

会
場　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
北
広
島
（
共

栄
町
４
丁
目
11
〜
１
）

参
加
料　

６
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
み　

３
月
８
日
ま
で
に
、
き
た
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
375
〜
５
８
８

８
）
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西
の
里
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

　

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知
症
の

方
と
家
族
が
集
う
場
で
す
。

日
時　

４
月
12
日
㈬　

午
後
１
時
〜
３

時
30
分

会
場　

西
の
里
会
館

参
加
料　

１
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

申
込
み　

４
月
５
日
ま
で
に
、
き
た
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
375
〜
５
８
８

８
）

催
　
し

北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

北
広
島
市
民
応
援
デ
ー

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
戦
の

Ｃ
指
定
席
に
２
０
０
組
４
０
０
人
を
招

待
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

日
時　

４
月
13
日
㈭　

午
後
６
時
か
ら

会
場　

札
幌
ド
ー
ム
（
札
幌
市
豊
平
区

羊
ヶ
丘
１
）

申
込
方
法　

３
月
17
日
ま

で
に
球
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
フ

ォ
ー
ム
に
入

力
し
、
送
信

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。
当

落
通
知
は
、
試
合
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

fighters.co.jp

とfm
ail.fighters.co.jp

の
各
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
Ｃ
指
定
席
の
塁
側
は
選
べ
ま
せ
ん
。

＊
別
の
席
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当

日
に
前
売
券
売
場
で
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
有
料
・
席
数
に
制
限
あ
り
）。

＊
応
募
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
㈱
北
海

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
適
切
に

管
理
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
関
連
の
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の

案
内
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

＊
会
場
内
で
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
な
ど
に

よ
り
負
傷
さ
れ
た
場
合
、
応
急
処
置
は

し
ま
す
が
、
主
催
者
・
球
場
管
理
者
に

帰
責
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の

後
の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
。

問
合
せ　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
☎
857
〜
３
９

３
９
）

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

子
育
て
の
参
考
に
し
た
い
方
や

里
親
制
度
に
関
心
が
あ
る
方

日
時　

３
月
11
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

野
幌
公
民
館
（
江
別
市
野
幌
町

13
〜
２
）

内
容　

子
ど
も
を
育
て
る
上
で
必
要
な

養
育
技
術
を
学
ぶ

講
師　

浦
河
ひ
が
し
町
診
療
所
副
院
長　

伊
藤
恵
理
子
さ
ん

＊
里
親
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に
、

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
（
午
後
３

時
30
分
〜
５
時
）
。

申
込
み　

３
月
７
日
ま
で
に
北
海
道
里

親
会
連
合
会
（
☎
271
〜
０
６
４
７
）

夢
プ
ラ
ザ
・
悠
遊
学
園
　

〈
茶
道
講
座
〉

対
象　

20
歳
以
上

日
時　

３
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫　

午
前

10
時
〜
正
午

講
師　

表
千
家　

工
藤
和
代
さ
ん

参
加
料　

１
回
８
０
０
円
（
菓
子
代
を

含
む
）

〈
Ｉ
Ｔ
講
座
〉

対
象　

基
本
操
作
が
で
き
る
方

日
時　

３
月
10
日
㈮
・
24
日
㈮　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
広
島
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

山
口
昭
一
さ
ん

参
加
料　

１
回
７
０
０
円
（
教
材
費
を

含
む
）

持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

〈
共
通
事
項
〉

会
場
・
申
込
み　

夢
プ
ラ
ザ
（
☎
370
〜

７
３
７
３
）

夢
プ
ラ
ザ
・
ふ
れ
あ
い
デ
ー

日
本
舞
踊
〜
春
の
宴
〜

日
時　

3
月
23
日
㈭　

午
前
11
時
30
分

か
ら
（
開
場
午
前
11
時
）

内
容　

六ろ
っ
か
さ
ん
ば
そ
う

花
三
番
叟
、
四
季
の
舞
ほ
か

出
演　

北
広
島
市
邦
楽
邦
舞
「
ひ
ま
わ

り
会
」
宗
家
西
川
流
京
扇
会
、
若
柳
流

若
蔦
会
、
踊
翠
流
剣
詩
舞
鶴
双
会
の
皆

パソコン
から

http://www.
fighters.co.jp/
kansen/

携帯電話・
スマート
フォンから

さ
ん　

会
場
・
問
合
せ　

夢
プ
ラ
ザ
（
☎
370
〜

７
３
７
３
）

東
部
地
区
を
知
ろ
う
！

セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ト
②

日
時　

３
月
10
日
㈮　

午
前
９
時
40
分

〜
正
午

集
合
場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

広
島
工
業
団
地
を
バ
ス
で
周
り
、

北
海
道
は
ま
な
す
食
品
の
工
場
を
見
学

講
師　

北
海
道
は
ま
な
す
食
品
㈱
代
表

取
締
役
社
長　

永
田
吉
則
さ
ん

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

３
月
７
日
ま
で
に
東
部
地
区

生
涯
学
習
振
興
会
（
☎
・
FAX
　

372
〜
３
３

３
２
）

種類 内容 限度額

生活
支援費

生活再建までに必要な
生活費用 
＊貸付期間は原則３カ
月（最長12カ月以内）
です。

月額20万円
以内（単身
世帯は15万
円以内）

住宅
入居費

敷金・礼金など、住宅
の賃貸契約を結ぶため
に必要な費用

40万円以内

一時
生活
再建費

生活を再建するために
一時的に必要であり、
日常生活費で賄うこと
が困難な費用

60万円以内

社会福祉協議会（福祉センター内・☎372-1698）北のまちから　あったかハート　　　

　北海道社会福祉協議会では、失業などで日常生活に困っており、貸し
付けを受けることで生活の立て直しや経済的自立が見込まれる世帯に資
金を貸し付けています。貸し付けには、原則として法に基づく自立支援
事業の支援を受ける必要があります。
対象　次のいずれにも該当する世帯
●低所得世帯で、収入の減少や失業
などで生活の維持が困難
●公的な書類などで本人確認ができる
●現に住居があるか、生活困窮者住
宅確保給付金を申請し、住宅の確保
が見込まれる
●貸し付け後、社会福祉協議会や関
係機関から継続的な支援を受けるこ
とに同意できる
●自立と返済が見込まれる
●他の公的給付や公的な貸し付けを
受けることができない
連帯保証人　原則として必要
貸付利子　連帯保証人がいる場合＝無利子、いない場合＝年1.5 ％
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生
活

相
談

募
集

市
民
参
加

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

◆午後の朗読会
　17日㈮　午後１時30分～２時30分
　志川節子著「春はそこまで」

開館時間　火～木曜　午前９時30分～午後８時
　　　　　金～日曜、祝日　午前９時30分～午後６時
休館日　　６日㈪・13日㈪・27日㈪・31日㈮（図書整
　　　　　理日）

　傑作コメディー特集

水曜 ①午前10時から
②午後２時から

22日

29日

15日 クローンズ

ポール・ニューマンの脱走大作戦

ジョニー・イングリ
ッシュ気休めの報酬

117分カラー1996年アメリカ

101分カラー2011年イギリス

110分カラー1968年アメリカ

８日 ベイビー・トーク
96分カラー1989年アメリカ

１日 バック・トゥ・ザ・フューチャー
116分カラー1985年アメリカ

ＡＶサロン
映画上映会

日程 場所 時間

１・15㈬虹ヶ丘公園（虹ヶ丘７） 午後２時50分～３時20分
サルビア公園（西の里北２）午後３時30分～４時00分

２・16㈭美咲き野会館（美咲き野２）午後２時40分～３時10分たんぽぽ公園（山手町６） 午後３時30分～４時00分
３・17㈮四里塚公園（大曲柏葉５） 午後３時30分～４時00分

８・22㈬くじら公園（大曲並木３） 午後２時30分～３時00分大曲会館（大曲中央２） 午後３時15分～４時00分

９・23㈭中央公民館（朝日町５） 午後２時50分～３時20分
東共栄会館（東共栄２） 午後３時30分～４時00分

10・24㈮わくわく公園（希望ヶ丘４）午後２時15分～２時45分大曲小学校（大曲柏葉２） 午後３時00分～３時30分

３月28日火
午後３時～４時30分
（開場午後２時30分）
芸術文化ホール活動室
　発症を防ぐために、何が
大切かを学びます。
講師　たかはしかえ内科・
　　　循環器クリニック院長
　　　髙橋嘉枝さん

申込み　前日までに健康推
　　　　進課（内線808）

生活習慣病予防講演会

狭心症・
心筋梗塞
にならないために

花ホールレター 芸術文化ホール（月曜休館・祝日を除く・☎372-7667）

４月16日日

昨年、ロビーコンサートに出演した演奏家が集まります。
出演　岩木亜悠子・鈴木京（バイオリン）、山田慶一（チ
ェロ）、富田果奈・金澤茜（サクソフォン）、井畑志保・濱
川まどか（フルート）、松本綾・北原歌織・小林美穂（ア
ンサンブル）ほか
入場料　全席自由／500円
チケット取扱　芸術文化ホール、地区図書室

３月８日水

♪さくらさくらほか

開場　正午
開演　午後０時15分
芸術文化ホール
ホワイエ

第236回 入場
無料

鈴木景子さん
（オーボエ）

↑
前
回
の
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
の
動
画

を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

小林美穂さん
（フルート）

三森理恵さん
（クラリネット）

石黒玲さん
（ファゴット）

コ
ン
サ
ー
ト
情
報
は
、

花
ホ
ー
ル

検 索

芸術文化を愛する方と花ホールを結ぶ、メンバーズクラ
ブです。
対象　18歳以上
登録料　年額1,987円
登録特典
●花ホールが指定する公演チケットを電話で先行予約
＊一部先行予約・割引がない公演があります。
●一般販売価格から10％引き　ほか
申込み　直接か郵送で芸術文化ホール
＊申込用紙は芸術文化ホールにあります。
＊４月から会員になる方は、３月15日までに申し込んで
ください。

内容
●幕舞台と反響板での舞台音響の違いをコンサート形式
で体感（当日のロビーコンサート出演者による演奏）
●舞台裏や天井近くの照明室への見学ツアー
●花ホールスタッフの活動紹介
＊直接、会場に来てください。

開場 午後１時30分　開演 午後２時

３月８日水 午後１時～２時

花ホールの舞台
機能を紹介する

チケット発売
３月１日４

参加
無料

柳家喬太郎ボリス・ベレ
ゾフスキー
（ｃ）Yuri Bogomaz

諏訪内晶子
（ｃ）吉田民人

南こうせつ

広報　 　－ 2017.3.119



★３月１日㈬　福祉センター
★３月２日㈭　団地住民センター
★３月８日㈬　夢プラザ
対象　３・６・10カ月児
時間　午後１時30分～３時
持ち物　母子健康手帳・問診票

★３月22日㈬　福祉センター
対象　１歳６カ月～２歳未満
時間　午後１時～２時30分
持ち物　母子健康手帳・歯ブラシ・問診票

★３月15日㈬　夢プラザ
対象　平成26年２月生まれ～４歳未満
＊誕生月の翌月以降が対象です。
時間　午後１時～２時30分
持ち物　母子健康手帳・歯ブラシ・事前に送付し
　　　　 ている問診票・採尿済み容器など

★３月７日㈫　福祉センター
対象　１歳～就学前（１歳未満でも歯が８本
　　　以上生えている場合は可）
時間　午後　　１時40分～３時30分
料金　5 0 0円
持ち物　母子健康手帳・歯ブラシ・フェイス
　　　　タオル
＊必ず歯を磨いてきてください。

問合せ　健康推進課（内線808）

◆３月４日㊏　午前11時から／図書館
　くつ下人形「あいうえおってどんなかお」
　大型絵本「でんしゃにのって」ほか
◆３月11日㊏　午前11時から／夢プラザ
　絵本「ゆきのんのんねこざかな」
　紙芝居「ながぐつながぐつ」ほか

図書館（☎373-7667）

◆３月25日㊏　午前11時から／図書館
　大型絵本「もりのおふろ」
　紙芝居「にこにこおへんじ」ほか

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
も
う

対
象　

３
カ
月
〜
就
学
前
の
子
と
親

日
時　

３
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

曲
目　

ひ
ま
わ
り
の

約
束
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
花
ほ
か

出
演　

碓
井
由
美
さ

ん
（
フ
ル
ー
ト
）、
佐

藤
佳
子
さ
ん
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、
遠
藤
隆

子
さ
ん
（
読
み
語
り
）

定
員　

先
着
25
組

＊
午
前
中
の
施
設
開
放
は
休
み
で
す
。

申
込
期
限　

３
月
15
日

会
場
・
申
込
み　

地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
あ
い
あ
い（
☎
376
〜
６
６
３
７
）

だ
ん
だ
ん
広
場

　

地
域
の
方
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

北
海
道
科
学
ス
テ
ー
ジ

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

日
程　

３
月
12
日
㈰

時
間
・
内
容

●
科
学
全
般
の
工
作
・
実
験
観
察
＝
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分

〜
２
時

●
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
＝
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
10
分
、
午
後
１
時
〜
１
時
40
分

＊
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
だ
け
申
し
込
み
が

必
要
で
す
（
定
員
各
15
人
）。
３
月
９
日

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ　

夢
プ
ラ
ザ
（
☎
370
〜

７
３
７
３
）

内
容　

い
ろ
い
ろ

な
指
令
を
ク
リ
ア

し
て
ゴ
ー
ル
を
目

指
す

会
場
・
問
合
せ

団
地
児
童
セ
ン
タ
ー
（
広
葉
交
流
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
376
〜
６
３
６
３
）

子
育
て
講
座

対
象　

0
〜
１
歳
の
子
と
親

日
時　

３
月
22
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

離
乳
食
の
試
食
、

栄
養
士
と
相
談

定
員　

８
組

申
込
期
限　

３
月
15
日

会
場
・
申
込
み　

大
曲
い
ち
い
保
育
園

（
☎
377
〜
１
５
１
５
）

　入学式は４月６日㈭です。
　入学通知書が届いていない・記載事項に誤りがある場
合は、学校に連絡してください。
〈小学校〉
対象　平成22年４月２日～23年４月１日に生まれた子
受付開始時間
●北の台＝午前９時40分
●大曲＝午前９時45分
●東部・西部・西の里・双葉＝午前10時
●緑ヶ丘＝午前10時10分
●大曲東＝午前10時15分
〈中学校〉
対象　平成16年４月２日～17年４月１日に生まれた子
受付開始時間　
●西部・西の里・広葉＝午後０時30分
●大曲・緑陽＝午後０時40分
●東部＝午後０時55分
＊入学式に参加できない場合は、学校に連絡してくださ
い。
問合せ　市教委学校教育課（内線891)
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▼
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
ケ
ア
ロ
ヒ
イ
カ
ラ
ー

「
恒
例　

ワ
ン
コ
イ
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

　

優
し
い
音
楽
で
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

●
３
月
８
日
㈬
・
15
日
㈬　

午

後
２
時
〜
３
時
30
分　

●
３
月
９
日
㈭

午
後
３
時
〜
４
時
30
分　

●
３
月
10
日

㈮　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室

講
師　

タ
カ
コ
ケ
ア
ロ
ヒ
さ
ん

参
加
料　

１
回
５
０
０
円

申
込
み　

村む
ら
ば
や
し林
（
☎
373
〜
７
７
７
４
）

▼
北
広
島
森
の
倶く

ら

ぶ
楽
部　

講
演
会
「
北

広
島
の
ス
ゴ
イ
生
き
物
た
ち
〜
蝶ち

ょ
う

と
蟻あ

り

と
植
物
と
の
関
係
」

日
時　

３
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容

●
内
田
葉
子
さ
ん
に
よ
る
「
昆
虫
に
食

べ
ら
れ
る
植
物
の
防
衛
作
戦
」

●
坂
本
洋
典
さ
ん
に
よ
る
「
足
元
を
見

て
み
よ
う
！
そ
こ
に
広
が
る
ア
リ
の
世

界
」

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

加か

と

う藤
（
☎
375
〜
３
８
７
７
）

問合せ　地域子育て支援センターあいあい（☎376-6637）

御
処
野
奈
々
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　

　
　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
大
好
き
♡
♥

三
島
空
人
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

た
く
さ
ん
話
す
よ
う
に
な
っ
た
よ
♪

佐
藤
雫
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

パ
パ
だ
い
す
き
♡
♥

子どもの写真をお寄せください。
対象は３歳までで、１人につき１回に限ります。
投稿方法　12字以内のコメントと子どもの氏名・振り仮
名・住所・電話番号を記入し、写真データを添えて直接
か郵送（〒061‒1192住所不要）、電子メール（koho@city.
kitahiroshima.hokkaido.jp）で、政策広報課（写真はお
返ししません）
＊連絡先などが明記されていないと、掲載できない場合
があります。

提出方法
●直接　政策広報課
●FAX　372-0840
●電子メール　koho@city.kita
hiroshima.hokkaido.jp

原稿の締め切り
●４月15日号は３月15日まで
●５月１日号は４月１日まで
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▼
北
広
島
市
書
道
協
会
「
無
料
初
心
者

書
道
講
習
会
」

日
時　

３
月
４
日
㈯　

午
後
３
時
30
分

か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

筆
の
持
ち
方
、用
具
の
選
び
方
、

基
本
的
な
練
習

講
師　

石
田
壱
城
さ
ん
、
戸
塚
清
秀
さ
ん

＊
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み　

戸と

づ

か塚
（
☎
373
〜
６
２
５
０
）

▼
北
広
島
九
条
の
会　

講
演
会
「
犠
牲

と
追
悼
」

日
時　

３
月
５
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

藤
田
憲
昭
さ
ん

参
加
料　

２
０
０
円
（
資
料
代
。
高
校

生
以
下
は
無
料
）

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

梁や
な
が
わ川
（
☎
375
〜
９
６
０
０
）

▼
ふ
れ
て
市
民
ス
タ
ッ
フ
の
会
「
ふ
れ

て
こ
ど
も
食
堂
」

日
時
・
内
容

●
３
月
12
日
㈰
＝
豚
丼　

●
３
月
29
日
㈬
＝
カ
レ
ー
ラ
イ
ス　

い

ず
れ
も
正
午
〜
午
後
１
時　

中
学
生
以

下
１
０
０
円
、
大
人
３
０
０
円
で
提
供

会
場
・
問
合
せ　

地
域
交
流
ホ
ー
ム
ふ

れ
て
（
白
樺
町
１
丁
目
８
〜
２
・
☎
372

〜
０
１
０
０
）

▼
第
５
回
北
広
島
を
唄う

た

う
歌
謡
祭
り

　

北
広
島
ゆ
か
り
の
歌
と
踊
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
12
日
㈰　

午
後
０
時
30
分

か
ら
（
開
場
正
午
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

〜
３
時

会
場　

西
の
里
会
館

内
容　

体
操
、
生
活
や
介
護
に
関
す
る

相
談
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど

参
加
料　

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

問
合
せ　

聖
芳
園（
☎
375
〜
３
１
２
６
）

▼
北
広
島
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

「
第
21
回
北
広
島
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
方

日
時　

３
月
18
日
㈯　

午
前
８
時
30
分

か
ら

会
場　

総
合
体
育
館

種
目　

男
女
混
成
の
部
、
女
性
の
部

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
込
み　

３
月
５
日
ま
で
に
西に

し
ざ
わ澤
（
☎

372
〜
５
３
２
８
）

▼
第
二
回　

無
料
「
哀
愁
の
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
ラ
イ
ブ
」

　

女
性
歌
手
と
共
演
し
ま
す　

ぜ
ひ
、

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
19
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

昭
和
の
邦
楽
・
洋
楽

出
演　

吉
田
住
代
さ
ん
、
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
さ
ん

問
合
せ　

久ひ
さ
や
ま山
（
☎
373
〜
８
３
０
５)

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
広
島
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
メ
イ
プ
ル
「
活
動
紹
介
展
」

　

森
林
に
親
し
み
、
楽
し
い
森
づ
く
り

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
㈮
〜
26
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

●
頭
の
体
操

●
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
参
加
者
に
賞
品

あ
り
）

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

檜ひ

か

わ皮
（
☎
373
〜
７
４
４
０
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
広
島
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

日
時　

３
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
・
18
日

㈯　

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
（
各
２
時
間
）

内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎

定
員　

各
回
先
着
６
人

参
加
料　

１
回
１
０
０
０
円

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
申
込
み　

Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
中
央
６
丁
目
11
〜
１
・
☎
376
〜
７
９

５
５
）

▼
大
人
の
寺
子
屋
委
員
会
「
家
庭
に
潜

む
ス
ト
レ
ス
を
学
ぶ
」

　

ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
知
り
、
楽
し
く

暮
ら
す
た
め
の
環
境
改
善
な
ど
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
17
日
㈮　

午
後
１
時
〜
３
時

講
師　

臨
床
心
理
士　

山
本
彩
さ
ん

持
ち
物　

筆
記
用
具

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ほ
っ
と
（
朝
日
町
４
丁
目
４
〜
11
・

☎
373
〜
８
８
０
９
）

▼
西
の
里　

虹
サ
ロ
ン

　

認
知
症
予
防
に
役
立
つ
「
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
」
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

入
場
料　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

問
合
せ　

竹た
け
ば
や
し林
（
☎
373
〜
０
７
０
７
）

▼
第
94
回
地
域
の
お
茶
の
間

日
時　

３
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

地
域
交
流
ホ
ー
ム
ふ
れ
て
（
白

樺
町
１
丁
目
８
〜
２
）

内
容　

す
ず
ら
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
よ
る

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
永
遠
で
す
」

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

寺て
ら
お
か岡
（
☎
372
〜
４
６
２
７
）

▼
札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
・
北

広
島
温
泉
楓ふ

う
ふ
う楓「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
デ
ー
」

　

他
人
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

ゆ
っ
く
り
入
浴
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
乳
が
ん

や
皮
膚
移
植
な
ど
の
手
術
後
、
傷
跡
が

あ
り
公
衆
浴
場
の
利
用
に
抵
抗
が
あ
る

女
性

日
時　

３
月
14
日
㈫　

午
前
９
時
30
分

〜
正
午

＊
当
日
、
会
場
の
受
付
で
広
報
を
見
た

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
入
浴
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

会
場
・
問
合
せ　

札
幌
北
広
島
ク
ラ
ッ

セ
ホ
テ
ル
・
北
広
島
温
泉
楓
楓
（
☎
373

〜
３
８
０
０
）

▼
第
四
住
区
自
治
連
合
会「
お
茶
の
間
」

日
時　

３
月
15
日
㈬　

午
後
１
時
〜
３

時
30
分

会
場　

地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
も

に
（
緑
陽
町
１
丁
目
２
）

内
容

●
医
師
の
栗
村
幸
雄
さ
ん
に
よ
る
「
高

齢
化
社
会
を
考
え
る
」

内
容　

●
展
示
＝
薫
製
器
、
樹
木
見
本

な
ど　

●
体
験
＝
木
の
葉
の
ラ
ミ
ネ
ー

ト
、
木
の
砂
場
、
丸
太
切
り
な
ど

問
合
せ　

清し

み

ず水
（
☎
090
〜
１
３
８
６
〜

１
８
５
３
）

▼
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
ド
ラ
ム
「
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
」

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
会
員
が
、

迫
力
の
あ
る
ド
ラ
ム
演
奏
を
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
25
日
㈯　

午
後
３
時
か
ら

会
場　

広
葉
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

上
履
き

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小お

ぐ

ら倉
（
☎
090
〜
２
０
７
６
〜

７
７
６
８
）

▼
北
広
島
市
花
の
会「
第
１
回
研
修
会
」

　

花
好
き
な
人
が
集
い
、
地
域
の
皆
さ

ん
で
花
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

講
演
会
「
シ
ー
ズ
ン
直
前
！
ガ

ー
デ
ン
ゼ
ミ
」

講
師　

工
藤
敏
博
さ
ん

参
加
料　

１
０
０
０
円

＊
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

松ま

つ

の野
（
☎
372
〜
３
３
８
７
）

▼
春
休
み
親
子
茶
道

　

茶
を
た
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
１
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
25
日
㈯　

午
前
11
時
か
ら
、

午
後
１
時
か
ら
（
各
１
時
間
）

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
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内
容　

茶
室
の
入
り
方
や
心
得
、
茶
道

の
所
作
な
ど

参
加
料　

各
回
１
組
１
０
０
０
円
（
茶

菓
子
代
な
ど
を
含
む
）

持
ち
物　

白
い
靴
下

問
合
せ　

折お
り
は
ら原
（
☎
373
〜
５
０
５
２
）

▼
北
広
島
高
校
吹
奏
楽
局
「
第
29
回
定

期
演
奏
会
」

日
時　

３
月
31
日
㈮　

午
後
５
時
30
分

か
ら
（
開
場
午
後
５
時
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

曲
目　

ツ
イ
ン
・
オ
ー
ク
ス
、
ス
ー
パ

ー
カ
リ
フ
ラ
ジ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ク
ス

ピ
ア
リ
ド
ー
シ
ャ
ス
ほ
か

ゲ
ス
ト
出
演　

余
田
安
広
さ
ん
（
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
）

入
場
料　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

問
合
せ　

山や
ま
ざ
き崎
（
☎
090
〜
８
３
７
２
〜

９
６
９
９
）

▼
初
級
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
「
ジ
ャ
ン
プ
」

　

60
代
が
中
心
の
初
心
者
向
け
、
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
で
す
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
後
６
時
〜
６
時

50
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

会
費　

月
額
２
０
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

問
合
せ　

伊い

と

う藤
（
☎
373
〜
１
４
２
３
）

▼
マ
リ
ン
バ　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

発
表
会
や
道
内
外
の
演
奏
会
な
ど
で

演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
も
歓
迎
し
ま
す
。

対
象　

３
歳
以
上

日
時　

月
３
回
月
曜
か
土
曜　

午
後
４

時
〜
５
時

＊
見
学
も
で
き
ま
す
。

＊
会
費
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ　

関せ
き
ぐ
ち口
（
稲
穂
町
西
２

丁
目
２
〜
16
・
☎
373
〜
７
２
８
５
）

▼
竹
風
書
道
会

　

細
字
や
太
字
な
ど
を
、
少
人
数
で
練

習
し
ま
す
。

日
時　

隔
週
火
曜　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

定
員　

５
人

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

三み

う

ら浦
（
☎
373
〜
１
６
２
６
）

▼
北
広
山
の
会

　

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
山
登
り
を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。
月
２
回
程
度
の

活
動
で
す
。

会
費　

年
額
１
０
０
０
円

＊
活
動
費
が
別
に
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

斉さ
い
と
う藤
（
☎
090
〜
２
７
４
６
〜

８
６
０
２
）

▼
い
き
い
き
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

社
交
ダ
ン
ス
で
気
軽
に
全
身
運
動
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
コ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時

会
場　

東
記
念
館

講
師　

高
玉
賢
一
さ
ん

会
費　

月
額
２
５
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

＊
無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

時と
き
と
う任
（
☎
373
〜
５
４
３
６
）

▼
北
広
遊ゆ

う
が
く岳
会

　

月
に
２
回
程
度
、
登
山
と
温
泉
を
楽

し
む
会
で
す
。
自
家
用
車
で
参
加
で
き

る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

会
費　

年
額
２
０
０
０
円

＊
活
動
費
が
別
に
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

福ふ

く

や屋
（
☎
090
〜
３
３
９
１
〜

５
０
８
０
）

▼
日
本
詩
吟
学
院　

北
広
島
中
央
支
部

北
進
吟
詠
会

　

一
緒
に
詩
吟
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
金
曜　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

松ま
つ
も
と本
（
☎
372
〜
２
７
９
５
）

▼
北
広
レ
デ
ィ
ス

　

40
年
以
上
続
く
軽
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル
で
す
。
主
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

対
象　

女
性

日
時　

●
第
１
・
３
金
曜　

午
前
９
時

〜
11
時　

●
第
２
・
４
金
曜　

午
前
11

時
〜
午
後
１
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
１
０
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

＊
無
料
体
験
、
見
学
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

河こ

う

の野
（
☎
373
〜
５
１
０
８
）

▼
北
広
島
点
訳
サ
ー
ク
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
の
広
報
紙
や
新

聞
記
事
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
で
点
訳
し
、

目
の
不
自
由
な
方
に
届
け
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

図
書
館
２
階
点
訳
室

問
合
せ　

石い

し

だ田
（
☎
373
〜
１
９
７
６
）

▼
波
動
門　

北
海
道　

北
広
島
支
部

「
空
手
＆
ヌ
ン
チ
ャ
ク
・
短
棒
」

　

楽
し
い
練
習
で
、
礼
儀
作
法
が
身
に

付
き
ま
す
。
昇
級
・
昇
段
認
定
、
大
会

も
あ
り
ま
す
。

対
象　

４
歳
以
上

日
程
・
会
場

●
毎
週
水
曜
＝
西
の
里
会
館

●
毎
週
金
曜
＝
輪
厚
児
童
体
育
館

●
毎
週
土
曜
＝
総
合
体
育
館
ほ
か

●
毎
週
日
曜
＝
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

＊
時
間
や
会
費
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
見
学
や
体
験
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

松ま

つ

お尾
（
☎
090
〜
３
１
１
６
〜

０
１
４
１
）

▼
北
ひ
ろ
二
蔵
社
中　

　

餅
つ
き
囃は

や

し
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。

創
作
郷
土
芸
能
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

定
員　

●
囃
し
歌
や
、
餅
つ
き
甚
句
の

歌
い
手
＝
各
若
干
名　

●
餅
の
つ
き
手

＝
３
人　

●
合
い
の
手
＝
２
人

会
費　

年
額
２
０
０
０
円

問
合
せ　

竹た
け
ば
や
し林
（
☎
373
〜
０
７
０
７
）

▼
裏
千
家
ゆ
ふ
の
会

　

茶
に
興
味
の
あ
る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

対
象　

５
歳
以
上

日
時　

毎
週
土
曜　

午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

水
屋
の
仕
事
、
基
本
動
作
、
初

級
〜
上
級
の
茶
の
た
て
方
な
ど

会
費　

一
般
１
回
２
０
０
０
円
・
大
学

生
以
下
１
回
１
５
０
０
円
（
茶
菓
子
代

な
ど
を
含
む
）

＊
不
定
期
の
平
日
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

＊
随
時
、
体
験
が
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

折お
り
は
ら原
（
☎
373
〜
５
０
５
２
）

▼
日
本
詩
吟
学
院　

広
葉
吟
詠
会

　

お
腹
か
ら
発
声
す
る
詩
吟
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
火
曜　

午
前
11
時
30
分
〜

午
後
１
時

会
場　

北
広
島
団
地
第
１
住
区
集
会
所

（
広
葉
町
２
丁
目
４
〜
２
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

舛ま
す
じ
ん甚
（
☎
373
〜
３
２
１
７
）

◆
「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
は
サ
ー
ク
ル

の
会
員
募
集
や
行
事
を
市
民
に
お
知

ら
せ
す
る
通
信
欄
で
す
。
一
部
の
特

定
の
方
や
会
員
の
掲
示
板
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
営
利
や
政
治
、
布

教
を
目
的
と
す
る
活
動
な
ど
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
・
申
込
先
は
、
原
則
と
し

て
市
内
の
方
に
限
り
ま
す
。

◆
講
師
の
肩
書
は
、
載
せ
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
原
稿
の
文
章
は
、
１
団
体
最
大
２

４
０
字
（
団
体
名
・
事
業
名
を
含
み

15
文
字
×
16
行
）
で
す
。
最
大
文
字

数
の
範
囲
内
で
も
、
表
現
を
変
更
し

た
り
、
リ
ー
ド
文
な
ど
を
省
略
し
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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　２月２日、北広島西高校の生徒や
福祉事業所の職員、西の里地区の方
たちが参加して、高齢者宅などの除
雪を行いました。男子生徒は「吹雪
の中、大変でしたが喜んでもらえて
うれしい」と話してくれました。

もうすぐひな祭り

　２月14日、稲穂保育園で園児がひな人形を作りま
した。色紙や千代紙で作られた顔や飾りを紙皿に貼
り、目を書いて完成させました。上手にできたひな
人形を手にうれしそうでした。

第11回大曲いきいき雪あそび大会

　２月12日、大曲中学校グラウンドで雪あそび大会
が開催されました。参加者102人がホームランゲー
ムなどで競い合い、終了後は赤毛種のおにぎりと熱
々の豚汁を食べて冷えた体を温めていました。

きたひろレクの森歩くスキーの集い

　２月12日、レクリエーションの森で、歩くスキー
の集いが開かれました。参加者は８㎞コースと、自
然観察を楽しむ４㎞コースに分かれて参加し、冬の
森を満喫。「いい運動になりました」と笑顔でした。

第31回北広島ふれあい雪まつり

　２月４日・５日、イベント広場でふれあい雪まつ
りが開催されました。多くの来場者が、ご当地ジン
ギスカンを堪能。子どもたちはチューブ滑りをした
り、移動動物園でヤギなどと触れ合ったりしました。

＊表紙やマイタウンニュースの記事の一部で、「きたひろ . ＴＶ」の動画と連携をしています。
　スマートフォンからは、写真の右下にある２次元コードを読み取ってください。パソコンからは、市ホームページ　　　　   　からご覧ください。　　      


